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適合しなければならない。 

 

9.7 沿面距離及び空間距離 

IEC 598-1 の第 11 章の規定が適用される。 

 

9.8  保護接地 

IEC 598-1 の第７章の規定が適用される。 

 

9.9   端子 

IEC 598-1 の第 14 及び 15 章の規定が適用される。 

 

9.10  外部及び内部配線 

IEC 598-1 の第５章の規定並びに 9.10.1 及び 9.10.2 の要求事項が適用される。 

9.10.1 外部及び内部配線 

ハンドル又はグリップが付いた照明器具については、外部可とうケーブル又はコード 

を絶縁材製コードガード又は適切な形状の入口穴といった手段により照明器具の入口穴 

での過大な曲げから保護しなければならない。コードガードは、 

a)  簡単に失われることがありえないように確実な方法で取り付けなければならない。 

b)  入口穴から少なくとも距離 25mm は、照明器具の外側へ突き出なければならない。 

c)  適切な機械的強度及び弾性をもたなければならない。 

適否は下記の試験により判定しなければならない。 

ケーブル又はコードに 20N の力がかかるように重りで荷重をかける。 

ランプソケットの接点間の電圧を定格電圧に等しくして、最大定格ワット数及び定格 

電圧から引き出した値の電流を導体に流す。 

曲げ回数を 20,000 回とし、曲げ速度を毎分 60 回として、振動部分を 90 度（垂直線の

両側にそれぞれ 45 度)前後に動かす。 

試験後、破損した導体の素線が 50％以下でなければならず、コード又はケーブルにつ

いて IEC 598-1 の第 10 章に規定された絶縁抵抗及び高電圧試験を行なわなければならず、

コード又はケーブルがその試験に合格しなければならない。 

注－ 曲げは前方又は後方への一つの運動である。 

9.10.2 照明器具内を通過する又は照明器具に接触することがある電源接続用配線は不安全な

温度に達してはならない。 

適否は 9.12.4 の冷熱試験中に下記の通りに判定しなければならない。 

照明器具付属のケーブル又は照明器具の表示に従った若しくは表示がない場合には製

造者の説明書に指定されたケーブルを使用して照明器具を電源に接続する。さもなけれ

ば、IEC 227 に適合したビニル(PVC)ケーブルを使用する。 

別表第一に適合する電線も使用できる。この場合、クラス O 機器を除き、キャブタ

イヤコード又はケーブルとする。 

通常の使用中にケーブルが接触していそうな最も熱い個所(照明器具の内部経路に沿

った又は外面の)を見出す。その個所にケーブルを軽く接触させておいて、接触個所の 

絶縁物の温度を IEC 598-1 の附属書Ｋに規定された通りに測定する。 

ケーブルの動作温度が表Ⅰに示された限界以下でなければならない。 
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